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1. 2. 3. 4. 5. 6. 7.
1.保育職への興味・関心 .099 .487** –.066 –.070 –.231 –.020
2.保育職の理解 .504 .280* .285* .309* .246 .083
3.保育職へのコミットメント .346 .423 .031 .126 .002 .135
4.保育者効力感尺度（三木・桜井） .436 .416 .303 .291* .220 .163
5.現在の保育力量の自己認知 –.093 –.516 –.380 .227 .807** .431**
6.現在の領域「健康」指導力の自己認知 .522 .210 .222 .266 .292 .326*
7.幼児の発達に及ぼす健康要因の占有 –.024 –.716* –.256 –.484 .274 .188








































































































































































































抽出後 出現回数 抽出後 出現回数 抽出後 出現回数 抽出後 出現回数
健康 350 成長 46 運動 25 促す 18
幼児 175 身につける 44 活動 25 遊び 18
子ども 159 指導 43 動かす 24 守る 17
保育者 96 保育 42 力 24 保つ 17
大切 86 学ぶ 38 健やか 23 意識 16
必要 80 環境 37 様々 21 保護者 16
発達 66 保育内容 34 援助 20 安定 15
心 65 精神 33 過ごす 20 育てる 15
重要 64 安全 29 内容 20 影響 15
身体 64 知識 29 必要不可欠 20 自ら 15
生活 64 理解 29 元気 19 安心 14
体 57 楽しい 28 行う 19 十分 14
自分 52 関わる 28 習慣 19 睡眠 14
心身 47 自身 28 食事 19 満たす 14































１年生 ２年生 ３年生 ４年生
健康 .206 幼児 .209 心 .143 大切 .152
子ども .157 必要 .127 生活 .131 健康 .146
保育者 .132 発達 .085 子ども .129 子ども .134
成長 .103 自分 .080 身体 .127 身につける .112
大切 .094 状態 .074 体 .127 幼児 .111
学ぶ .088 指導 .066 安全 .117 保護者 .107
知識 .080 保育 .066 楽しい .092 体 .103
理解 .080 成長 .066 重要 .092 必要 .095
自身 .066 生活習慣 .058 精神 .089 動かす .093
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研究集録 , 166, 31-40
佐野勝男・槇田仁（1960）. 精研式文章完成法テス
ト解説：成人用　金子書房
付記
　岡山大学・西山修教授より調査実施，分析への支
援を戴きました。記して御礼申し上げます。
馬場　訓子　・　津島　愛子　・　三村由香里
− 10 −
が一般的で，保育の専門に関する授業の履修は少な
いと予想される。しかし，短期大学での養成では，
実習は１年次後半から２年次中盤にかけて行う養成
校が多いことから，１年次に保育内容「健康」に関
する授業を受講する可能性は十分考えられる。まず
１年生では，保育の原理や基礎的事項を学ぶため，
保育内容５領域に関する授業を履修する前に「保育
内容総論」を履修する。１年生で保育内容「健康」
に関する授業の受講が想定される場合には，総論と
同時期に受講，もしくはその後に受講となるであろ
う。総論の授業で幼児教育・保育の基本を理論とし
て学んでいたとしても，深く理解しているとは考え
にくいため，まずは幼児教育・保育の基本を押さえ
た上で進めることが求められる。幼児教育・保育は，
幼児期の特性を踏まえ，環境を通して行うことを基
本としている。保育者が子どもに知識や技術を「教
える」のではなく，あくまで保育者は発達に必要な
経験が積めるよう環境を構成することが重要であ
る。１年生の記述の特徴にある，保育者が子どもに
「教える」というイメージを払拭し，子どもの主体
的な活動を促す環境構成や保育者の援助の重要性を
伝える必要があるだろう。その上で，特に保育の基
本自体をイメージできにくい１年生には，保育や健
康領域に関連する活動，子どもの姿を具体的にイ
メージできるような画像や映像，事例を活用した授
業展開が望ましい。また，保育をする上で重要とな
る乳幼児期の発達の特性に関する理解を促すことも
必要である。保育内容「健康」では，子どもの心身
の発達に関する事項を他の領域よりも丁寧に取り扱
うため，５領域の中でも早い時期に履修し，乳幼児
の発達を基礎からしっかり学ぶことは，その後の５
領域に関する学びを深めるに当たって非常に有効で
あると考えられる。
　また，小児保健をイメージする学生が多かったの
は，日常生活で使用される「健康」という言葉が，
病気や健康というイメージを連想することからと考
えられる。保育内容「健康」には，小児保健に関連
する内容以外にも，小学校教育以降の保健体育的な
要素に加え，健康教育，安全教育，基本的な生活習
慣に関する事項や食育等，扱う範囲が広い。それを
認識できるよう指導することも重要である。１年生
は，入学当初ということもあり，保育職に対する興
味関心が高い。高い学習意欲を持つ１年次に，学習
者としての学習意欲を保ちながら，専門職としての
保育者としての意識付けを行うことが大切だと言え
る。
　２年生になると，保育の基本を学んだ上での授業
展開が求められる。１年間の学びにおいて，少なか
らず保育に関する知識を身につける中で，保育とい
う営みが自分のイメージしていたものとは異ってい
ると感じたり，新たな知識と遭遇したりすることで，
保育者となる自分の知識や意識が足りないことを認
識する時期だと考えられる。一方で，学習者として
の自分ではなく，保育者を目指す自分への意識が
徐々に形成されつつある中で，そのような意識が持
てるよう促す内容を取り入れることが望ましい。１
年次に子どもの発達について学習していることもあ
り，保育に不可欠な発達の理解にも目が向き，発達
や個人差を踏まえた保育内容の展開にも少しずつ注
目できるようになる。単発的な知識の構築だけでな
く，それを保育ではどのように活かし，どのような
内容をどう指導するのか，そのような視点にも目を
向けられるような授業展開が望ましいと考えられ
る。また，この時期の履修は，他の領域の授業を受
講済み，もしくは何科目か同時受講中だと考えられ，
他領域との関連性にも触れながら，５領域をそれぞ
れで捉えて指導するのではなく，総合的に指導する
という視点も持てるようにすることも重要である。
　さらに，体を動かすことや子どもの生活や基本的
な生活習慣に関する事項にも目を向けることができ
るようになってくる。「健康に生活する」ための事
項だけでなく，「安全に生活する」ための事項にも
目が向くように，その重要性への理解も図っていく
ことが肝要である。
　４年制の養成校において，３年次に保育内容「健
康」に関する授業を受講する場合は，その他の保育
内容に関する授業はほとんど受講済みであると考え
られる。保育に関する実習も経験している場合が多
く，学生の記述からも保育現場における子どもの姿
や生活，具体的に健康に関するねらいや内容をイ
メージできていることが確認できる。このような段
階の３年生には，実際の現場で見た子どもの実態と
発達過程を摺り合わせ，実際の子どもの発達や姿，
保育場面を想定した具体的で発展的な内容や指導方
法を考えられるような授業展開が望ましい。具体的
には，手洗い，うがい，歯磨きの仕方，防災訓練，
防犯訓練，交通安全，感染症対策や熱中症予防，食
育等，健康領域に関わる幅広い保育の活動を想定し
て，模擬保育を行うのが有効であると考える。学生
同士で評価し合い，省察し合うことで相互に学び合
う機会ともなるだろう。改めて『幼稚園教育要領』
に示される「健康」のねらいや内容を押さえ，実習
等の経験を踏まえてその経験を振り返りながら，他
領域との関連も考えられる学習内容が求められると
言える。
